
令和８年度鶴岡第四中学校 生徒会スローガン 

          鶴岡市立鶴岡第四中学校 学校だより 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「生徒会活動の柱と土台」「メディア４ｔｈ」も提案・承認されました。

「柱と土台」は生活の中でスローガンを達成していくため、より具体的な

活動がわかりやすく示されています。「メディア４ｔｈ」は、お家の方ともよ

りよい使い方のルールを話し合い、守っていくことで自己管理力を高め

ていく一つになります。 

全校生徒で決めた今年度の生徒会スローガン「継伝創新～受け継ぐ 

伝統 築け新たな四中を～」。“伝統を引き継ぎつつ、新しい四中を創り

上げていく”執行部を中心にその決意を持って、しっかりと準備をして 

行われた生徒総会でした。執行部はもち 

ろん、各委員会の取り組みは現在の課題を

改善していく視点を持って提案、決議され

ました。生徒総会からは少し経ちましたが

日常生活から生徒の自治活動によって自律

につながる四中でありたいと思います。 

や ま が
【学校教育目標】 

一人で歩める  共に歩める 

R８.６.１１ 

５月１３日開催（少し時間が経ちましたが紹介します） 

 

《スローガン設定理由》  

「継伝
けいでん

創
そう
新
しん
」には伝統を受け継ぎながら新しい価値を 

創造するという意味で、二大行事やさわやかな挨拶、積極

的な外部とのかかわりを伝承しながら、創造性あふれる

四中を創りたい 

「継伝」伝統を受け継ぎ、この学校を引き継いでいく思い 

「創新」新しい発想を生み出して四中一人ひとりの個性

が引き立つ学校にしたい 

《メディア４ｔｈ》 

Ⅰ.根拠のない情報に振り回されない 

Ⅱ.他人に嫌な思いをさせない 

Ⅲ.個人情報を許可なく載せない 

Ⅳ.家族内でのルールを守る 



生徒の善行 紹介  

がんばれ四中生！！地区総体壮行式 
 ６月１０日、壮行式が行われました。２年生で結成された大応援団の力強いエールとたくさんのみ

なさんから応援を受け、３年生はいよいよ最後の

総体に臨みます。大会は今週末の６月１３日

（土）～１４日（日）です。雨の心配はなさそう

ですが、少し気温は上がるようです。体調を整え

て、全力を出しきれるよう、応援しています。 

がんばれ！！四中生！！ 

 

 

前号の学校だよりで入賞についてお知らせしましたが、５月８日、

田川地区のすべての中学校が競い合う駅伝競走大会が行われました。部活動やクラブと両立しながら

四中の代表として挑戦を決意した１７名が出場しました。古くなり不足していたユニフォームを教育

振興会より新調していただき、地域の皆様からの応援も感じながらの大会参加となりました。メンバ

ーは日頃から鍛えている健脚を活かし、一生懸命な走りと支え合う応援で、大健闘しました。結果は

男子１０位、女子６位入賞でした。また、女子１区の Nさんが区間３位、３区の Sさんが区間２位

と入賞を果たしました。 

よくがんばった駅伝メンバーを紹介します。 

 

３年 渡部一絆、渡部晴天、本間健太朗、 

河野琉太、若生奏花、三井花乃彩、  

阿部心、吉住和夏、栗原沙杜、庄司花乃 

２年 相馬藍斗、斎藤湊介、渡部遥斗、 

永山瑞、五十嵐叶音、佐藤遥月 

 

 

 

 

 

 

四小の校長先生から「四中生が小学１年生を助けてくれた」というお電話をいただきましたので紹介

します。朝の登校時間、小学生が道路にしゃがみこんでいたところを見かけた四中生が、自分から声を

かけ、四小まで一緒に寄り添い送ってくれたということです。四小の校長先生は「あの時間なら遅刻に

なってしまったかもしれない」と心配してくださいましたが、その生徒はそのあと大急ぎで登校したよ

うで、遅刻もしなかったのです。特に自慢気な様子もなく普段通りに生活していたその生徒に、話を確

認すると、にこっと笑ってくれました。 

また、荘内病院の近くで困っている様子に見えたおばあさんに自分から声をかけたところ、道がわか

らなくなっていたことがわかり、手伝いをした生徒もいました。大変感謝され、うれしい気持ちになっ

たそうです。 

困っている方がいたときに「助けた方がいい」と思っても、実際に声をかけて、相手のために適切な

行動を取ることは難しいものです。「時間がない」「自分が声をかけなくても人はいる」などと考えると

やり過ごしてしまうかも知れません。それでも紹介した２人は「自分ができることを人のためにする気

持ち」を持って行動しました。いつも周りに気を配り、思いやりの気持ちを持って生活しているからこ

そ、今回のような優しさあふれる行動ができたのだと思います。昨年、一昨年も四中生の優しさと適切

な行動力を紹介しています。行事のような大きな活動ではありませんが、四中生が引き継いでいるよさ

のひとつだと感じます。 

HPでの掲載は控えます 


